
































































































































































































N 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差 N 平均 標準偏差
状態不安 28 44.04 9.67 31 36.48*** 9.14 28 43.57** 11.95
特性不安 28 45.54 10.14 31 45.68 10.6 28 46.11 12.00






度数 平均 標準偏差 度数 平均 標準偏差 度数 平均値 標準偏差
主体的かかわり 28 41.04 8.15 30 44.17(*) 4.70 28 42.18(*) 6.35
内的体験の同一化 28 56.25 7.31 31 58.42* 7.17 27 57.44 8.10
内的体験の対象化 28 61.36 11.50 31 62.87 10.56 28 60.46 12.19
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お -16 非常に気持ちが良い 動作法初心者でも効果があった




け -12 体調が良くなり気分もさわやか からだの改善が心の改善につながる
ことを実感した
こ -9
さ -8 肩が楽になった 気持ちよくスッキリした
し -7 セラピスト役の人によって感じが違う 自分自身についての確かな感じ、ここに自分
があるという感じを得られるようになった
す -7 リラックスした 力が入っていることに気づいて緩める
と問題から距離を取れるようになった。
せ -6 力が抜けた感じがつかめた 楽な状態を経験して緊張していると
きがわかるようになった
そ -5 気分的にもからだ的にも楽になれた からだも心も爽快になった。ただ毎回同じ
わけではなく、集中できないこともあった






て -4 授業後気分が良くなっている 同じ授業のメンバーに親しみを感じ
るようになった
と -3 楽しみだったし、スッキリできた 相手に対する安心感が出てきて不安
が和らいだ
な -2 気持ちが良かった
に 0 リラックスして眠くなった フワーとしていくようなほぐれる感じ
ぬ 1 気分が良くなった リラックスした感じとともに自信を
感じる






ほ 欠損値 心が落ち着いてくる からだの中にあった重い石が一個減
ったような楽な感じ
ま 欠損値 技法の選択がむずかしい よくわからないことが多かった
み 欠損値 気持ちよくリラックス 身を任す心地よさと信頼感

















う 9 穏やかな気持ち、やる気が出てきた からだの感じはつかみやすかった。
内観フォーカシングは触れたいよう
な触れたくないような感じになった
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